
ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈

今　
出
　
敏
　
彦

は
じ
め
に

　ア
ー
レ
ン
ト
は
、
一
九
二
八
年
十
一
月
二
十
八
日
に
、
彼
女
の
博
士
論
文
で
あ
る
『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
愛
の
概
念
』
を
発
表
し
て

い
る
。
彼
女
の
指
導
教
授
で
あ
っ
た
K
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
る
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
「
著
者
は
、
彼
女
に
と
っ
て
魅
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
よ

あ
る
も
の
で
も
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
可
能
性
か
ら
自
ら
の
自
由
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
い
う
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
。
こ
の
「
キ
リ
ス
ト
教
的
可
能
性
と
自
由
の
正
当
化
」
こ
そ
、
後
の
彼
女
の
仕
事
の
計
画
を
端
的
に
示
す
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
本
論
で
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
博
士
論
文
と
遺
著
に
お
い
て
扱
わ
れ
て
い
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
を
分
析
し
、
彼
女
の
思
想
的
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

為
の

主
た
る
努
力
が
先
述
の
表
現
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ア
ー
レ
ン
ト
の
博
士
論
文
『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
愛
の
概
念
』

と
、
遺
著
と
な
っ
た
『
精
神
の
生
』
に
お
け
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
研
究
は
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。
特
に
、
ア
ウ

グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
を
神
学
的
に
で
は
な
く
、
し
か
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
彼
の
政
治
哲
学
的
思
索
を
探
求
す
る
ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
さ

ロー
チ
に
戸
惑
う
研
究
者
が
多
い
。
そ
ん
な
中
で
、
ジ
ュ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
の
評
伝
は
、
従
来
に
な
い
ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
（
今
出
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九



二
二
〇

ヌ
ス
解
釈
へ
の
評
価
を
行
っ
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
博
士
論
文
に
、
そ
の
後
の
仕
事
の
全
努
力
が

す

で
に

描
か
れ
て
いる
こ
と
を
指
摘
し
て
、
博
士
論
文
の
問
題
意
識
に
は
、
「
愛
と
い
う
主
題
を
介
し
て
、
生
と
い
う
主
題
が
構
成
」
さ
れ

て

い
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
「
ア
ー
レ
ン
ト
の
全
努
力
は
、
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
よ
る
愛
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
通
し
て
、
生
を
定
義
す
る

　
　
　
　
ハ
ゑ

こ
と
に
あ
る
」
と
い
う
。
ア
ー
レ
ン
ト
自
身
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
宛
の
手
紙
の
中
で
、
彼
女
が
こ
の
遠
い
昔
の
作
品
の
中
に
自
分
の
姿
を
認
め

　
　
　
ハ
ゑ

て驚
い
た
、
と
言
っ
て
い
る
。

一
　
生
の
二
重
化

　ま
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
あ
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
と
っ
て
、
生
と
は
永
遠
で
あ
り
、
「
至
福
に
生
き
る
こ
と
」
（
び
8
質
巨
Φ
の
ω
Φ

＜
巴
Φ
）
、
絶
対
的
な
「
善
」
は
、
我
々
の
実
存
の
外
部
に
あ
る
「
永
遠
」
以
外
の
も
の
で
は
な
い
。
愛
は
失
わ
れ
得
な
い
生
で
あ
る
「
最
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヱ

善
」
（
ω
§
　
巨
卍
巨
び
Φ
昌
Φ
）
を
目
指
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
最
高
善
に
よ
っ
て
、
人
間
は
、
有
限
性
と
永
遠
性
に
引
き
裂
か
れ
る
。
と

いう
の
も
、
最
高
善
は
、
人
間
の
外
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
な
が
ら
、
彼
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
回
顧
的
想
起
に
よ
っ
て
既
知
の
も
の

であ
る
か
ら
で
あ
る
。
生
の
外
に
生
じ
る
す
べ
て
の
も
の
は
生
へ
の
愛
に
よ
っ
て
の
み
欲
望
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
愛
が
追
求
す
る
『
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゑ

き
も
の
』
と
は
生
そ
の
も
の
で
あ
る
」
。

　ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
は
、
こ
こ
に
「
生
の
二
重
化
」
（
鋤
ω
b
洋
菖
昌
伽
Q
o
h
ま
Φ
）
、
あ
る
い
は
「
生
の
弁
証
法
」
（
四
感
巴
Φ
o
自
。
o
h
ま
Φ
）
を
指
摘

し
て
、
「
愛
す
る
者
の
内
面
へ
の
こ
の
外
部
性
の
導
入
」
を
強
調
す
る
。
「
愛
で
あ
る
神
は
必
然
的
に
生
き
る
こ
と
と
永
遠
の
存
在
を
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
り

視
する
も
の
と
し
て
現
れ
る
」
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
神
に
到
達
す
る
唯
一
の
方
法
は
、
「
愛
に
生
き
る
こ
と
」
で
あ
る
。
神
に
お
け



る
「
生
き
る
こ
と
と
永
遠
の
存
在
の
同
一
視
」
は
、
容
易
に
軽
視
さ
れ
る
現
在
の
生
と
対
立
す
る
。

　
では
、
実
際
、
幸
福
な
生
と
は
何
か
。
そ
れ
は
幸
福
な
生
を
過
去
の
中
に
再
発
見
（
想
起
）
し
て
、
・
永
遠
（
未
来
）
に
投
影
さ
れ
た
生

であ
る
。
「
こ
う
し
た
表
現
は
、
『
存
在
』
（
①
ω
ω
①
）
と
『
生
き
る
こ
と
』
（
＜
貯
臼
Φ
）
と
の
同
一
視
を
体
現
し
、
同
時
に
切
望
さ
れ
る
『
永
遠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む

な
る
も
の
』
（
鋤
Φ
叶
Φ
「
昌
蝉
憎
Φ
ω
）
を
明
示
し
て
い
る
」
。
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
は
、
こ
の
よ
う
な
生
が
、
「
人
聞
を
『
存
在
』
か
ら
の
拒
絶
と
い
う
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
け
り

命
か
ら
救
い
出
し
、
『
回
想
と
告
白
』
に
よ
っ
て
人
間
を
再
び
永
遠
性
に
結
び
付
け
る
」
と
い
う
。
た
だ
し
、
「
生
と
愛
が
同
じ
も
の
な
ら
」

と
い
う
条
件
の
下
で
。

　
愛
に

おけ
る
生
は
、
自
然
に
依
存
し
、
「
私
を
お
創
り
に
な
っ
た
方
」
に
依
存
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
独
立
性
を
隠
し
持
つ
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
り

こ
こ
で
、
永
遠
な
る
も
の
と
和
解
す
る
生
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
的
立
場
と
反
逆
的
人
間
と
い
う
現
代
的
立
場
と
の
差
異
が
生
じ
る
。
こ
れ

以降
、
絶
え
間
な
い
変
更
と
移
動
の
理
想
が
、
永
遠
の
存
在
へ
の
熱
望
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
「
革

命
」
に
つ
い
て
の
数
々
の
考
察
に
お
い
て
、
こ
の
転
換
が
説
明
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
の
思
想
の
う
ち
に
、
既
に
変
更
や
移
動
の
生
と
い
う
概
念
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
彼
女
が
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
よ
る
世
界

　
　
　
　
ハ
ヨ

概念
の
屈
折
と
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
的
存
在
、
つ
ま
り
全
体
性
に
お
け
る
「
世
界
／
宇
宙
」
（
囚
o
ω
目
o
ω
）
概
念
は
、
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り

の

起
源
では
な
く
、
部
分
と
し
て
の
人
間
を
包
括
す
る
全
体
で
あ
る
。
他
方
、
ヘ
ブ
ラ
イ
的
存
在
、
つ
ま
り
創
造
主
は
、
被
造
物
全
体
の

起
源
であ
り
、
世
界
に
先
立
っ
て
存
在
す
る
。
こ
の
二
重
の
存
在
観
が
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
世
界
概
念
に
二
重
性
を
与
え
る
の
で
あ

る
。　

「
し
た
が
っ
て
、
世
界
と
は
、
『
世
界
を
愛
す
る
人
々
』
（
色
①
0
8
円
Φ
ω
冒
§
臼
）
の
意
味
で
あ
る
。
世
界
の
概
念
は
、
二
重
の
意
味
を
持
っ

て

いる
。
第
一
に
世
界
は
、
あ
ら
ゆ
る
『
世
界
へ
の
愛
』
（
α
同
一
Φ
o
ぼ
o
ヨ
彗
α
博
）
に
先
立
つ
と
こ
ろ
の
、
神
の
『
被
造
世
界
』
（
ω
。
げ
α
嘗
巨
ひ
q
）

ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
（
今
出
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一



二
二
二

であ
る
『
天
と
地
』
（
o
o
Φ
ξ
日
Φ
算
Φ
R
9
）
の
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
世
界
と
は
、
人
々
が
そ
こ
に
『
住
み
』
（
匿
ぼ
富
冨
）
、
そ
れ
を
『
愛

する
こ
と
』
（
色
岐
Φ
お
）
に
よ
っ
て
構
成
し
て
い
く
『
人
間
世
界
』
（
ζ
Φ
口
ω
o
げ
Φ
暑
Φ
ε
の
こ
と
で
あ
る
。
世
界
は
、
『
我
々
の
意
志
で
生

起す
る
こ
と
』
（
昌
o
ω
け
「
鋤
く
o
ぎ
誹
讐
o
α
q
Φ
鼠
）
を
通
じ
て
、
第
一
の
『
天
と
地
』
と
い
う
意
味
か
ら
、
第
二
の
意
味
で
の
人
間
世
界
へ
と
転

換
する
の
で
あ
る
。
世
界
は
、
こ
う
し
た
世
界
の
構
成
を
通
じ
て
初
め
て
作
ら
れ
る
の
だ
が
、
被
造
世
界
の
よ
う
に
『
無
か
ら
』
（
Φ
×
巳
ぼ
H
o
）

創
造さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
人
間
は
、
『
神
に
創
ら
れ
た
も
の
』
（
貯
げ
ユ
＄
U
Φ
簡
）
、
つ
ま
り
、
所
与
の
被
造
世
界
か
ら
、
世
界
を
作
る
の
で

あ
り
、
自
ら
を
世
界
に
属
す
る
者
に
す
る
」
（
い
］
W
諺
℃
ω
績
O
）
。

　
人間
は
、
安
定
し
た
世
界
の
同
時
性
の
中
に
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
の
中
へ
時
間
的
継
起
性
を
導
入
す
る
。
こ
こ
に
、
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

の

「誕生
」
に
お
い
て
生
起
す
る
生
が
示
さ
れ
て
い
る
。
誕
生
と
死
と
の
間
の
生
は
、
我
々
の
意
志
の
結
果
と
し
て
生
が
営
ま
れ
る
場
と

し
て
の
世
界
を
、
存
在
の
永
遠
性
へ
と
引
き
寄
せ
る
、
つ
ま
り
、
生
が
世
界
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
は
こ
の
よ
う
な
新

し
い
生
の
定
義
に
注
目
す
る
。
こ
の
定
義
に
は
、
世
界
の
中
に
誕
生
し
、
そ
こ
に
住
み
、
そ
れ
を
愛
す
る
人
間
が
、
所
与
の
世
界
に
新
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

い

次
元を
付
加
す
る
と
い
う
事
実
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
人
間
の
「
始
ま
り
」
と
「
行
為
」
の
次
元
な
の
で
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
の
世
界
概
念
の
屈
折
は
、
ま
さ
に
、
人
間
の
生
が
「
創
造
」
を
「
世
界
」
に
変
え
る
こ
と
を
適
切
に
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
人
間

が自
分
自
身
の
存
在
を
問
う
可
能
性
は
、
こ
の
屈
折
と
い
う
「
創
意
豊
か
な
二
重
化
」
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
る
。
始
ま
り
で
あ
る
限
り
で
、

誕
生は
前
（
餌
a
Φ
）
を
示
す
が
、
死
に
お
け
る
終
わ
り
を
超
え
て
、
愛
に
生
き
る
者
は
、
未
来
の
持
続
を
告
げ
知
ら
せ
る
。
換
言
す
る
と
、

人間
の
誕
生
は
存
在
か
ら
の
分
離
と
同
様
に
、
時
間
を
生
み
出
す
の
で
あ
り
、
人
間
の
生
は
、
も
は
や
世
界
と
の
同
時
的
存
在
と
し
て
は

捉え
ら
れ
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
死
後
に
持
続
す
る
生
が
世
界
に
お
け
る
そ
の
後
の
出
生
に
対
応
す
る
か
ら
で
あ
る
。
「
こ
れ
以
降
、
生

は
一
つ
の
問
い
か
け
に
な
る
。
誕
生
時
に
与
え
ら
れ
た
生
は
、
『
未
だ
な
い
』
と
『
も
は
や
な
い
』
に
よ
っ
て
脇
を
固
め
ら
れ
て
お
り
、
自



，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
コ

ら
に
問
い
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
を
超
え
出
る
」
。

　ア
ー
レ
ン
ト
が
『
精
神
の
生
』
に
お
い
て
も
探
求
し
て
い
る
、
「
私
が
私
自
身
に
と
っ
て
問
題
と
な
っ
た
」
（
ρ
§
①
ω
ま
自
ぼ
貯
9
器
ω
§
日
）

と
い
う
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
定
式
は
、
上
述
の
愛
の
経
験
に
依
存
し
て
い
る
。
こ
の
経
験
は
、
存
在
を
目
指
し
、
人
間
は
、
こ
の
目
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

すこ
と
か
ら
、
創
造
主
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
後
で
、
「
も
う
一
度
新
た
に
」
自
ら
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
に
よ
れ
ぱ
、
ア
ー

レ

ント
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
彼
女
の
努
力
が
、
「
客
観
的
な
も
の
と
主
観
的
な
も
の
の
二
分
法
を
越
え

る
こ
と
、
そ
し
て
、
人
間
の
自
由
を
内
的
心
理
的
な
傾
向
に
固
定
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
世
界
内
の
人
間
の
実
存
的
性
格
そ
の
も
の
に
根

　
　
　
　
お
り

付
か
せ
よ
う
」
と
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う
に
、
世
界
内
で
の
生
の
展
開
は
、
存
在
の
永
遠
性
と
の
和
解
を

前
に
し
た
時
、
重
要
性
を
失
う
。
そ
こ
で
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
思
想
の
方
向
を
、
ギ
リ
シ
ア
に
起
源
を
持
つ
コ
ス

モ
ス

的な
存
在
で
は
な
く
、
ヘ
ブ
ラ
イ
的
、
聖
書
的
な
起
源
を
持
つ
創
造
主
で
あ
る
神
へ
と
求
め
て
い
く
。
被
造
物
で
あ
る
人
間
と
は
絶

対
的な
他
者
で
あ
る
こ
の
神
は
、
愛
す
る
だ
け
で
な
く
、
要
求
し
、
禁
止
す
る
。
「
法
が
人
聞
の
心
の
中
に
刻
み
込
ま
れ
る
」
。
ア
ー
レ
ン

ト
は
、
創
造
主
で
あ
る
神
と
い
う
聖
書
的
地
位
か
ら
生
じ
る
、
人
間
の
葛
藤
と
し
て
の
生
を
強
調
し
た
。
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
は
、
こ
の
よ
う

な

葛藤
と
し
て
の
生
、
神
と
の
対
立
、
そ
し
て
反
逆
の
観
念
か
ら
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
近
代
の
人
間
の
特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
と
し
て
、

「
近代
の
人
間
は
そ
こ
か
ら
、
こ
の
世
界
の
様
々
な
利
益
を
享
受
し
た
い
と
い
う
要
求
だ
け
で
な
く
、
自
ら
問
い
か
け
る
能
力
を
発
展
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

る
可
能
性
を
も
汲
み
取
っ
た
」
と
い
う
。
し
か
し
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
詳
細
に
議
論
し
て
い
た
よ
う
に
、
葛
藤
と
反
逆
に
基
づ
く
意
志
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む

パウ
ロ
の
『
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
』
に
お
い
て
既
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
近
代
を
そ
の
起
源
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
誕
生と
葛
藤
に
続
い
て
、
隣
人
が
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
い
て
、
人
間
の
生
の
概
念
を
決
定
的
に
形
成
す
る
。
し
か
し
、
「
世
界
と
そ

の

欲
望
に

背を
向
け
た
信
仰
者
に
と
っ
て
隣
人
と
は
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
か
」
（
い
b
d
鋭
ω
゜
b
。
°
。
°
）
。
隣
人
と
は
、
誕
生
と
繋
が
り
を
持

ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
（
今
出
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
三



二
二
四

つ

「両親
」
に
よ
っ
て
最
初
に
代
表
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
ア
ダ
ム
の
末
喬
の
巨
大
家
族
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
永
遠
の
生
と
現
在
の
生
と

の間
に
お
け
る
生
の
二
重
化
の
中
に
い
る
人
間
に
と
っ
て
、
万
人
に
共
通
す
る
原
罪
と
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
救
済
が
問
題
に
な
る
。
こ
の
よ

う
な
誕
生
に
よ
る
人
間
の
推
移
は
、
「
人
類
」
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
は
、
こ
の
人
類
か
ら
生
ま
れ
た
隣
人
と

いう
概
念
が
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
以
前
に
は
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
新
し
い
意
味
を
持
つ
と
い
う
。
「
す
な
わ
ち
、
罪
深
い
誕
生
の
平
等
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま

は
、
共
同
体
の
中
で
、
自
由
に
選
択
さ
れ
た
人
々
の
共
同
存
在
に
な
り
、
新
た
に
我
々
各
人
を
拘
束
す
る
」
。
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
聖
書
の
ア
ダ
ム
と
創
造
主
に
つ
い
て
言
及
す
る
中
で
、
単
に
「
見
知
ら
ぬ
世
界
に
投
げ
出
さ
れ
た
者
」
の
生
で
は

な
い
、
世
界
内
で
の
人
間
の
生
の
可
能
性
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
は
、
こ
こ
に
ア
ー
レ
ン
ト
の
博
士
論
文
に
お
け

る
問
題
意
識
を
認
め
て
い
る
。
「
問
題
は
、
誕
生
に
お
け
る
血
縁
関
係
に
よ
っ
て
、
最
も
遠
い
過
去
、
死
、
来
世
を
共
に
記
憶
し
な
が
ら
、

『新
た
な
生
』
と
し
て
の
他
者
を
問
う
、
家
族
的
な
生
で
あ
る
。
『
あ
る
人
』
の
匿
名
性
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
相
互
依
存

関
係
を
解
消
す
る
『
相
互
愛
』
（
畠
罠
α
q
臼
Φ
同
言
8
日
）
に
お
い
て
『
旧
来
の
共
同
体
』
（
の
0
9
0
鼠
ω
）
と
こ
の
他
者
と
の
結
び
付
き
は
可
能

　
　
ハ
お
り

か

否か
」
。

　ア
ー
レ
ン
ト
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
思
想
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
こ
の
「
絆
」
（
＜
霞
ぎ
o
け
琶
ひ
q
）
を
「
隣
人
」
の
う
ち
に
探
求
し

た

の

だが
、
「
秩
序
づ
け
ら
れ
た
愛
」
や
「
創
造
者
ー
被
造
者
関
係
」
に
お
い
て
は
隣
人
の
意
義
が
理
解
出
来
な
い
。
隣
人
愛
は
い
か
な
る

起
源を
有
す
る
の
か
。
彼
女
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
別
の
愛
の
脈
絡
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
そ
れ
が
「
社
会
的
生
」
（
証
富

ω

09
p
。
涜
）
で
あ
る
。
こ
の
思
想
系
列
に
お
い
て
、
彼
女
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
ロ
ー
マ
人
と
し
て
の
経
験
の
脈
絡
を
注
目
す
る
。
そ
れ

は
、
信
仰
に
よ
っ
て
見
ら
れ
た
コ
つ
の
所
与
の
歴
史
的
事
実
性
」
、
つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
死
が
、
ア
ダ
ム
以
来
の
共
通
の
人

類
史
に

起
源を
有
す
る
世
界
全
体
を
救
う
と
い
う
歴
史
的
な
事
実
性
で
あ
る
。
世
界
と
は
馴
染
み
の
な
い
人
間
が
、
世
界
内
に
生
き
続
け
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま

他者
と
の
共
同
の
生
を
営
む
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
新
し
い
生
の
た
め
に
古
い
生
を
捨
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

人間
の
共
同
性
、
出
生
に
よ
る
結
合
関
係
に
よ
っ
て
成
立
し
た
地
の
国
に
対
し
て
、
神
の
国
は
、
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
新
し
い
共
同
性
、
キ

リ
ス
ト
と
共
に
世
界
へ
抵
抗
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
の
内
に
あ
っ
て
世
界
か
ら
疎
外
し
、
新
た
に
出
現
す
る
。
「
こ
の
よ
う
な
世

界
疎
外そ
れ
自
体
か
ら
、
旧
来
の
『
社
会
』
（
ω
0
9
Φ
富
ω
）
と
並
存
し
な
が
ら
も
、
ま
た
そ
れ
に
抵
抗
す
る
新
し
い
共
同
性
の
在
り
方
、
す

なわ
ち
、
共
に
生
き
、
相
互
に
仕
え
合
う
共
同
性
が
生
ま
れ
て
く
る
。
キ
リ
ス
ト
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
こ
の
新
し
い
『
社
会
的
生
』
（
乱
富

ω

oo
凶鋤
一
凶
ω
）
は
、
『
相
互
に
愛
す
る
こ
と
』
（
亀
薗
臼
Φ
冒
証
8
目
）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
」
（
い
じ
d
鋭
ω
゜
H
H
O
）
。

　
ア
ー
レ
ン
ト
の
博
士
論
文
の
結
論
で
は
、
隣
人
の
二
重
の
起
源
が
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ま
り
、
神
学
的
起
源
に
お
け
る
創
造
者
た
る
神
。

そ
し
て
、
歴
史
的
起
源
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
事
実
に
基
づ
く
人
々
の
共
通
の
帰
属
性
で
あ
る
。
彼
女
は
隣
人
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
述

べ
て

いる
。
「
こ
う
し
た
二
重
の
起
源
に
起
因
す
る
こ
の
『
絆
』
（
＜
Φ
時
昌
9
巨
σ
q
）
に
お
い
て
初
め
て
、
隣
人
の
意
義
は
理
解
可
能
に
な
る
。

他
者は
『
人
類
』
に
帰
属
す
る
者
『
と
し
て
』
隣
人
な
の
で
あ
り
、
彼
は
ま
た
、
個
々
の
人
間
の
孤
立
化
の
実
現
か
ら
生
じ
る
経
験
、
つ

ま
り
、
こ
の
人
類
の
中
か
ら
召
し
出
さ
れ
た
と
い
う
召
命
、
お
よ
び
そ
の
明
確
な
自
覚
の
も
と
で
隣
人
な
の
で
あ
る
」
（
随
ぼ
F
　
ω
゜
旨
や

Hb。
㎝
゜
）
。

　ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
は
、
隣
人
愛
の
意
義
を
問
う
ア
ー
レ
ン
ト
の
思
索
か
ら
、
人
間
の
生
に
つ
い
て
の
独
創
的
な
解
釈
が
準
備
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。
「
ア
ー
レ
ン
ト
の
解
釈
に
よ
っ
て
再
び
新
た
に
さ
れ
た
生
、
そ
の
変
質
と
二
重
化
は
、
そ
の
本
質
的
な
不
安
が
無
視
さ

れる
こ
と
の
な
い
限
り
、
約
束
と
歴
史
的
出
来
事
の
脆
さ
を
明
ら
か
に
す
る
。
人
間
の
生
が
『
人
類
』
と
、
愛
の
生
に
お
け
る
『
新
た
な

共生
』
に
二
重
化
さ
れ
る
絆
を
強
調
し
て
、
こ
の
女
性
少
壮
学
者
は
来
る
べ
き
政
治
思
想
を
準
備
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
か
ら
借

用
し
た
、
し
か
し
、
古
代
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
『
約
束
』
や
『
赦
し
』
の
力
が
、
彼
女
の
全
作
品
を
通
じ
て
典
拠
と
し
て
参
照
さ

ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
（
今
出
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
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ま
け

れ
、
政
治
的
仮
説
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
」
。

　ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
遺
著
と
な
っ
た
『
精
神
の
生
』
の
第
二
巻
『
意
志
』
に
お
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
的
政
治
が
洞
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
け
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
彼
女
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
の
到
達
点
と
も
言
え
る
キ
リ
ス
ト
教
理
解
を
示
し

て

いる
。
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
も
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
歴
史
認
識
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
上
で
、
「
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
モ
デ
ル
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
、

し
か
し
分
断
と
創
設
の
伝
説
を
通
じ
て
機
能
す
る
思
想
史
を
描
き
な
が
ら
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
お
い
て
生
の
思
考
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

いは
精
神
の
生
が
構
想
さ
れ
て
い
く
決
定
的
瞬
間
を
判
読
す
る
。
そ
こ
に
彼
女
は
豊
か
な
発
見
と
同
時
に
困
難
や
誤
り
も
指
摘
す
る
」
。

　ア
ー
ン
ン
ト
の
思
考
を
支
え
る
時
間
軸
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
の
循
環
的
時
間
性
と
対
立
し
、
哲
学
が
そ
こ
か
ら
抽
出
し
た
存
在

の

永
遠性
と
も
対
立
す
る
。
こ
の
再
生
の
時
間
性
は
、
ロ
ー
マ
的
か
つ
聖
書
的
な
系
譜
に
根
ざ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
も
う
一
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

始ま
り
」
が
、
「
伝
統
の
糸
の
切
断
以
来
、
も
は
や
神
学
と
し
て
で
は
な
く
、
精
神
の
生
と
し
て
考
え
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
思
想
」
な
の
で

あ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
イ
エ
ス
と
パ
ウ
ロ
と
共
に
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
ト
マ
ス
を
介
し
て
、
「
始
ま
り
」
に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
生

ま
れ
る
、
証
富
僧
o
鉱
く
鋤
と
し
て
の
精
神
の
生
に
つ
い
て
の
系
譜
を
辿
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
政
治
哲
学
の
枠
組
み
で
は
考
え
ら
れ
な

か
った
「
始
ま
り
を
な
す
こ
と
」
、
つ
ま
り
、
人
間
の
意
志
の
能
力
が
発
見
さ
れ
る
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
「
始
ま
り
」
は
、
自
由
の
問

題
に触
れ
な
が
ら
、
人
間
の
生
の
二
重
化
と
し
て
現
れ
る
。
一
つ
は
、
内
的
人
間
の
空
間
に
お
け
る
生
へ
の
意
志
が
、
力
へ
の
意
志
と
し

て

展開
す
る
局
面
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
政
治
的
空
聞
に
お
け
る
「
始
ま
り
」
の
出
現
を
可
能
と
す
る
、
複
数
の
人
間
か
ら

な
る
「
公
共
的
な
も
の
」
の
局
面
で
あ
る
。
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
も
、
こ
の
後
者
の
局
面
を
評
価
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
個
人
の

誕
生と
行
為
の
脆
さ
と
い
う
二
つ
の
鍵
概
念
と
、
赦
し
と
約
束
と
い
う
二
つ
の
心
理
的
政
治
的
な
介
入
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
一
種
の
『
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
リ

リ
ス
ト
教
的
政
治
』
、
そ
の
前
進
と
失
敗
の
数
々
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
こ
の
政
治
的
領
域
を
再
生
す
る
」
。



　
パウ
ロ
に
よ
る
意
志
の
発
見
の
衝
撃
は
、
そ
れ
ま
で
の
ギ
リ
シ
ア
世
界
の
政
治
的
な
る
も
の
、
複
数
の
人
々
が
共
に
語
り
行
為
す
る
ポ

リ
ス
的
生
か
ら
関
係
を
絶
ち
、
律
法
の
主
体
と
し
て
の
個
人
を
中
心
と
す
る
無
世
界
的
な
人
間
の
内
面
性
が
問
題
と
な
っ
た
。
新
し
い
キ

リ
ス
ト
教
の
教
え
は
、
退
廃
期
に
あ
っ
た
ロ
ー
マ
世
界
に
、
個
人
に
永
遠
の
生
を
約
束
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
パ
ウ
ロ
的
な
内
面
性
か

ら
、
律
法
自
体
が
曖
昧
に
な
り
、
人
間
の
意
志
は
「
私
は
意
志
す
る
」
と
「
私
は
否
と
意
志
す
る
」
の
抗
争
に
お
い
て
「
一
者
の
中
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

者
」
へ
転
換
し
、
自
分
自
身
の
障
害
物
を
創
り
出
す
こ
と
か
ら
、
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
両
義
性
が
生
ま
れ
る
。

　
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
パ
ウ
ロ
に
続
き
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
思
索
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
人
間
の
意
志
の
能
力
を
考
察
す
る
が
、
彼
の

「
幸福
に
な
る
た
め
と
い
う
こ
と
の
他
に
哲
学
す
る
理
由
は
な
い
」
と
い
う
態
度
は
、
典
型
的
に
ロ
ー
マ
的
で
あ
り
、
永
遠
の
救
済
へ
の
期

待
や

永
遠
の罰
へ
の
恐
れ
の
根
底
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
「
最
高
善
」
（
ω
轟
§
§
び
o
ロ
q
琶
）
と
し
て
の
永
遠
の
生
へ
の
努
力
と
、
「
最
大

悪
」
（
堕
員
巨
e
巨
日
巴
卍
巨
）
と
し
て
の
永
遠
の
死
の
解
釈
も
、
こ
う
し
た
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
関
心
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
得
る
。
け
れ

ど
も
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
を
内
面
的
な
自
己
と
結
合
さ
せ
て
い
た
点
で
、
際
立
っ
て
い
た
と
い
う
。
「
自
分
が
自

分自
身
に
と
っ
て
問
題
に
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
彼
は
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
意
志
の
能
力
に
対
す
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
早

い

時期
か
ら
の
関
心
に
お
い
て
、
中
心
問
題
は
、
悪
の
原
因
の
探
求
で
あ
っ
た
。
最
高
善
を
選
び
、
永
遠
の
生
へ
と
努
力
す
る
こ
と
が
幸

福
の
条
件
な
の
に
、
悪
へ
と
駆
ら
れ
る
の
は
何
故
か
？
「
と
い
う
の
も
、
悪
は
原
因
な
し
に
は
生
じ
な
か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
、
神
は
善
で
あ
る
が
故
に
、
神
が
悪
の
原
因
で
あ
り
得
る
は
ず
が
な
い
」
。
彼
も
人
間
の
自
由
意
志
が
原
因
で
悪
が
惹
き
起
こ
さ
れ
る

の

では
な
い
か
と
疑
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
、
悪
が
肉
と
霊
と
の
争
い
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
い
て
い
た
。
む
し
ろ
、

「意
志
に関
わ
る
一
切
の
行
為
に
お
い
て
は
、
〈
私
は
意
志
し
、
か
つ
私
は
否
と
意
志
す
る
〉
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
い
ζ
℃
＜
o
H
°
N

眉
畳
゜
。
㊤
曾
）
。

ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
（
今
出
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七



二
二
八

　こ
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
見
解
で
は
、
一
切
の
「
肯
定
す
る
意
志
」
（
＜
o
濠
）
は
、
「
否
と
い
う
意
志
」
（
口
o
頴
）
に
伴
わ
れ
て
い
る
の

だが
、
決
し
て
無
制
約
的
に
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
重
要
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
そ
れ
は
、
人
間
の
自
由
意
志
が
必
然
的
に
悪
と
結
び
付

い
て

いる
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
「
否
と
い
う
意
志
」
は
、
コ
切
の
創
造
さ
れ
た
存
在
が
創
造
へ
の
反
対
を
意

志出
来
な
い
が
故
に
、
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
創
造
に
反
対
す
る
意
志
は
、
1
自
殺
の
場
合
で
さ
え
も
i
、

〈
反
抗
意志
（
o
o
§
得
臼
宅
旨
）
〉
に
反
対
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
意
志
し
た
り
否
と
意
志
し
た
り
す
る
主
体
の
当
の
実
存
に
反
対
し
て
い

る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
意
志
と
い
う
生
け
る
者
の
能
力
は
、
『
私
は
む
し
ろ
存
在
し
な
い
ほ
う
が
良
い
』
と
か
、
『
私
は
無
そ
の
も
の
を

好む
』
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
何
故
な
ら
、
そ
の
人
は
、
そ
う
言
っ
て
い
る
問
は
、
ま
だ
生
き
て
い
る
の
だ
か
ら
」
（
い
目
匂
く
o
ピ

b
。
も
゜
8
）
。
実
際
、
我
々
が
不
幸
と
感
じ
る
の
は
、
我
々
が
望
む
よ
う
に
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
り
、
「
時
間
の
中
に
存
在
す
る
間
に
そ

れら
は
過
ぎ
去
り
、
一
度
過
ぎ
去
っ
た
な
ら
ば
、
再
び
実
際
に
存
在
す
る
こ
と
は
な
い
」
の
で
あ
る
。
我
々
の
存
在
が
始
ま
る
こ
と
は
、

同
時
に
「
存
在
し
な
い
こ
と
」
（
］
P
O
ロ
ー
Φ
M
（
随
ω
け
Φ
昌
O
Φ
）
へ
向
か
う
こ
と
で
も
あ
る
。
我
々
は
こ
の
事
実
、
や
が
て
は
死
す
べ
き
運
命
に
あ
る
こ

と
を
恐
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
恐
れ
は
、
「
存
在
し
な
い
こ
と
」
を
意
志
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
さ
せ
る
一
切
の
見
解
よ
り
も
真
実
で
あ
る
。

我
々
は
、
「
否
と
意
志
」
し
て
い
る
限
り
、
た
と
え
そ
れ
が
自
ら
の
存
在
の
否
定
で
あ
っ
て
も
、
生
き
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
自
ら
の
存

在
を
絶
対
に
意
志
し
な
い
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
一
切
の
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
事
実
に
よ
っ

て善
な
の
で
あ
り
、
「
悪
や
罪
に
つ
い
て
も
同
じ
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
あ
な
た
自
身
が
現
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
な
た

が
絶
対
に

いな
く
な
る
こ
と
を
考
え
た
り
意
志
し
た
り
す
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
る
」
（
一
α
同
α
゜
”
冒
゜
㊤
H
）
か
ら
で
あ
る
。

　
では
、
肯
定
す
る
意
志
と
否
定
す
る
意
志
が
同
一
の
精
神
に
お
い
て
衝
突
す
る
事
態
は
、
い
か
に
し
て
解
決
さ
れ
得
る
の
か
。
意
志
す

る
自
我
の
衝
突
は
、
以
下
の
三
点
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
。
第
一
は
、
意
志
内
部
の
分
裂
は
抗
争
で
あ
り
、
対
話
で
は
な
い
。
そ
し



て
、
こ
の
分
裂
は
意
志
さ
れ
る
内
容
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
悪
意
も
善
意
と
同
様
に
分
裂
す
る
。
第
二
は
、
意
志
は
意
志
自
身
に
言
葉
を

向
け
る
の
で
、
反
抗
意
志
を
呼
び
覚
ま
す
。
第
三
は
、
意
志
は
そ
の
本
性
と
し
て
、
命
令
し
た
り
服
従
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
意

志
が
抵
抗を
受
け
、
限
定
さ
れ
る
の
も
そ
の
本
性
に
よ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
間
の
意
志
に
は
厄
介
な
内
的
矛
盾
が
存
在
す
る
の
だ
が
、

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
い
て
は
分
裂
し
た
意
志
が
否
定
も
解
消
も
さ
れ
な
い
方
法
で
統
合
さ
れ
る
。
確
か
に
、
彼
は
、
こ
の
抗
争
が
い

か
に
し
て
解
決
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
言
わ
な
い
。
し
か
し
、
彼
は
、
最
終
的
に
人
間
の
行
為
を
決
定
す
る
究
極
の
統
一
的
な
意

志を
愛
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
「
私
の
重
さ
は
私
の
愛
で
す
。
私
は
愛
に
よ
っ
て
ど
こ
に
で
も
、
愛
が
運
ぶ
と
こ
ろ
に
運
ば
れ
て
い
き

　
ハ
タ

ま
す
」
。
し

　
意
志は
、
自
ら
が
愛
へ
と
転
換
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
愛
は
魂
の
重
力
で
あ
り
、
愛
に
よ
っ
て
、
意
志
の
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

安や
動
揺
は
鎮
ま
る
と
同
時
に
、
精
神
の
内
面
に
愛
が
刻
み
付
け
ら
れ
て
い
く
。
人
間
の
精
神
は
、
愛
し
て
考
察
し
た
事
柄
を
自
ら
の
う

ち
に
引
き
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
、
愛
し
て
考
察
し
た
事
柄
の
う
ち
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し

て
、
人
間
は
自
ら
の
本
質
を
、
愛
し
て
考
察
す
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
意
志
の
思
想
を
巡
る
論
考
は
、
意
志
を
愛
へ
転

換し
、
人
間
の
生
そ
の
も
の
を
問
う
て
い
る
。
こ
の
論
理
展
開
は
、
彼
女
の
博
士
論
文
以
来
、
一
貫
す
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
、
ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
愛
概
念
の
分
析
を
通
じ
て
、
人
間
の
生
を
定
義
し
よ
う
と
す
る
、
彼
女
の
思
想
的
努
力
で
あ
る
。

二
　
誕
生
に

つ
い
て

アー
レ
ン
ト
研
究
の
中
で
、
「
誕
生
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
、
「
始
ま
り
」
と
「
複
数
性
」
の
連
関
に
お
い
て
捉
え
た
最
新
の
論
考
は
、

ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
（
今
出
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
九



二
一
二
〇

森
一
郎
氏
の
『
死
と
誕
生
』
で
あ
る
。
森
氏
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
生
の
問
題
を
、
死
の
問
題
で
あ
る
に
劣
ら
ず
、
誕
生
の
問
題
で
あ
る
と

強
調し
、
彼
女
の
思
想
を
「
誕
生
の
哲
学
」
と
特
徴
づ
け
る
。
し
か
し
、
「
誕
生
」
を
政
治
哲
学
の
中
心
に
据
え
る
彼
女
の
方
法
論
に
は
、

素
朴
すぎ
る
と
い
う
批
判
も
あ
り
、
森
氏
も
次
の
よ
う
に
疑
問
を
呈
す
る
。
「
わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
死
す
べ
き
者
ど
も
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
生
ま
れ
出
つ
る
者
ど
も
で
あ
り
、
各
人
が
一
個
の
『
新
し
い
始
ま
り
』
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
間
誰
し
も
『
新
し
く
始
め
る
』
力

能
を
有
し
て
い
る
ー
こ
れ
が
、
可
死
性
と
対
を
な
す
出
生
性
の
考
え
方
で
あ
る
。
問
題
は
、
こ
の
場
合
の
『
そ
れ
ゆ
え
』
に
あ
る
。
生

れ落
ち
た
と
い
う
一
回
か
ぎ
り
の
過
去
の
事
実
と
、
当
人
が
そ
の
後
の
人
生
に
お
い
て
新
し
く
何
か
を
為
し
う
る
能
力
と
を
、
そ
う
安
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
け

に

つな
げ
て
よ
い
も
の
か
」
と
。

　
森
氏は
、
こ
の
連
繋
が
重
要
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
可
死
性
に
お
い
て
は
決
し
て
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
「
人
は
一
人
で
死

ん

で
いく
が
、
自
分
だ
け
で
生
ま
れ
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
」
。
そ
れ
と
同
様
に
、
人
間
は
た
っ
た
一
人
で
は
何
も
行
為
し
得
な
い
。
そ
こ

で
、
出
生
性
と
複
数
性
の
連
関
が
問
題
に
な
る
。
ア
ー
ン
ン
ト
に
よ
る
行
為
論
の
強
調
は
、
古
代
的
英
雄
主
義
、
あ
る
い
は
ロ
マ
ン
主
義

的
誇
張
な
ど
で
は
な
く
、
二
十
世
紀
の
政
治
的
現
実
に
直
面
し
た
者
に
の
み
成
し
得
る
醒
め
き
っ
た
眼
で
、
「
人
間
を
突
き
放
し
て
眺
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
り

現実
主
義
」
を
読
み
取
る
べ
き
で
あ
る
と
森
氏
は
い
う
。
「
死
の
思
索
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
で
誕
生
の
哲
学
を
掴
み
と
っ
た
実
存
哲
学
者
」
、

こ
れ
が
森
氏
の
ア
ー
レ
ン
ト
に
対
す
る
見
解
で
あ
る
。

　こ
の
見
解
に
従
い
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
思
索
の
出
発
点
で
あ
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
を
分
析
す
る
と
、
彼
女
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り

解釈
の
特
徴
は
、
「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
み
な
ら
ず
パ
ウ
ロ
ま
で
巻
き
込
ん
で
キ
リ
ス
ト
教
の
根
源
を
問
い
た
だ
そ
う
」
と
す
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
。
森
氏
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
師
で
あ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
影
響
を
視
野
に
入
れ
て
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
「
事
実
的
な

生
の

経験
」
の
意
味
と
、
キ
リ
ス
ト
降
誕
の
「
時
間
と
瞬
間
」
を
い
か
に
理
解
す
る
か
と
い
う
問
い
を
、
彼
女
の
キ
リ
ス
ト
教
理
解
の
視



点
のう
ち
に
見
出
そ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
使
徒
パ
ウ
ロ
が
経
験
し
た
時
間
の
特
殊
性
を
強
調
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
パ
ウ
ロ
が

そ
れ
を
生
き
、
宣
べ
伝
え
た
時
間
は
、
終
末
論
的
（
Φ
ω
o
審
8
δ
α
q
同
ω
o
げ
）
に
の
み
解
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
終
わ
り
が
同
時
に
始
ま
り
で
あ

る
よ
う
な
、
決
定
的
出
来
事
の
ア
ル
ケ
ー
の
瞬
間
、
つ
ま
り
原
初
論
的
（
母
o
冨
9
0
α
q
凶
ω
9
）
な
カ
イ
ロ
ス
と
し
て
、
ま
ず
も
っ
て
理
解
さ

　
　
　
ハ
め
ロ

れる
べ
き
」
で
あ
る
と
。
パ
ウ
ロ
に
と
っ
て
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
と
は
「
新
し
い
始
ま
り
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
「
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
『
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ね

実
的な
生
の
経
験
』
は
、
原
初
の
瞬
間
の
反
復
と
い
う
仕
方
で
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
」
。
そ
し
て
、
こ
の
「
始
ま
り
」
の
力
に
、

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
も
感
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
問
題
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
事
実
的
な
生
の
経
験
か
ら
取
り
出
し
た
「
新

し
い
始
ま
り
」
が
、
ど
の
よ
う
に
人
間
の
「
始
ま
り
」
に
手
渡
さ
れ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
森
氏は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
『
神
の
国
』
第
十
二
巻
二
十
一
章
に
つ
い
て
の
彼
女
の
解
釈
を
指
摘
し
、
「
ア
ー
レ
ン
ト
の
出
生
性
の

哲
学
の

要諦
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
解
釈
は
、
彼
女
の
博
士
論
文
の
原
著
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
、
改
訂
版
に
は
っ
き

　
　
　
　
　
　
ホ
リ

り
と
挿
入
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
挿
入
さ
れ
た
箇
所
で
重
要
な
の
は
次
の
一
節
で
あ
る
と
い
う
。
「
お
の
れ
の
『
始
ま
り
』
も
し

く
は
起
源
を
知
り
、
意
識
し
、
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
こ
そ
、
人
間
は
、
始
め
る
者
と
し
て
活
動
し
、
人
類
の
物
語
を
演
じ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
（
い
ω
♪
や
誤
）
。
森
氏
は
、
こ
の
追
加
挿
入
さ
れ
た
箇
所
に
示
さ
れ
て
い
る
ア
ー
レ
ン
ト
の
「
始
ま
り
」
に
つ
い

て

の

理解
を
、
誕
生
と
い
う
始
ま
り
が
、
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
を
遮
る
「
新
し
さ
」
を
こ
の
世
界
に
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

そ
し
て
、
こ
の
新
し
い
始
ま
り
が
へ
「
古
き
も
の
の
『
再
来
』
で
あ
り
、
か
つ
て
起
こ
っ
た
始
ま
り
の
『
反
復
』
と
し
て
生
じ
る
」
と
い
う

点
で
重
要
な
の
で
あ
る
と
い
う
。

　
「
始
ま
り
」
が
た
だ
一
つ
で
は
な
く
、
複
数
あ
る
こ
と
の
気
付
き
を
生
じ
さ
せ
る
ア
ー
レ
ン
ト
の
「
始
ま
り
」
の
理
解
は
、
世
界
の
創
造

と
し
て
の
《
℃
コ
P
O
も
　
昌
昌
》
と
人
間
の
誕
生
と
し
て
の
《
巨
口
q
B
》
の
区
別
に
由
来
し
て
お
り
、
新
し
い
始
ま
り
が
第
一
の
始
ま
り
の
再

ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
（
今
出
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
＝
＝



二
三
二

来
で
も
あ
る
よ
う
な
、
二
重
性
を
指
し
示
し
て
い
る
。
人
間
は
、
こ
の
二
通
り
の
始
ま
り
を
区
別
し
得
る
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
類
な

い

可
能性
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
点
の
強
調
が
、
追
加
の
要
素
で
あ
る
と
森
氏
は
述
べ
る
。
「
改
訂
版
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
論
に
は
、
あ

る
重
要
な
付
加
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
人
間
が
何
か
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
記
憶
に
も
と
つ
い
て
自
己
の
『
起
源
（
o
ユ
α
q
凶
昌
）
』

へと
遡
り
、
そ
れ
を
取
り
返
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
つ
ま
り
遡
行
と
反
復
の
可
能
性
を
有
し
て
い
る
か
ら
だ
、
と
の
主
張
が
そ
れ
で

　
お
り

あ
る
」
。
こ
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
人
間
は
単
に
自
ら
が
新
し
い
始
ま
り
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
始
ま
り
そ
の
も

の

へと
関
紅
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
よ
う
な
「
始
ま
り
へ
の
存
在
」
で
あ
る
と
い
う
ご
と
で
あ
る
。
自
ら
の
生
を
問
う
こ
と
が
、
同
時
に

始ま
り
へ
と
関
わ
る
こ
と
、
こ
こ
に
人
間
が
「
始
ま
り
を
な
す
こ
と
」
（
け
げ
Φ
固
巳
け
同
簿
け
帥
く
Φ
）
の
特
殊
性
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
森
氏は
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
博
士
論
文
の
原
版
に
あ
る
次
の
一
節
か
ら
、
始
ま
り
の
二
重
性
の
意
義
を
発
見
し
た
と
い
う
。
「
人
聞
が
自
ら

の

存
在
の

起
源
に

注
意を
向
け
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
死
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
で
あ
る
。
…
…
生
の
終
り
と
し
て
の
死
は
、
生
を
、
自
ら

の

存
在
の

起源
へ
と
投
げ
返
す
」
（
】
」
W
諺
”
ω
卜
o
o
）
。
そ
し
て
、
氏
の
ア
ー
レ
ン
ト
理
解
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
解
釈
を
行
っ
て
い
る
。
「
死

から
誕
生
へ
と
ま
な
ざ
し
が
『
投
げ
返
』
さ
れ
る
の
ば
、
こ
の
終
端
と
端
緒
が
、
〈
い
の
ち
V
の
対
極
と
し
て
共
属
し
合
っ
て
い
る
か
ら
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
始
ま
り
と
終
り
は
、
正
反
対
で
あ
り
つ
つ
表
裏
一
体
を
な
す
。
始
ま
り
が
両
義
性
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
い
る
の
も
、
終
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

と
踵
を
接
し
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
生
は
、
死
の
ふ
ち
ど
り
を
お
び
て
こ
そ
、
誕
生
と
い
う
も
う
一
つ
の
限
界
を
照
ら
し
出
す
」
と
。

地
上
に

おけ
る
誕
生
と
死
と
い
う
生
の
対
極
の
連
関
を
洞
察
し
、
地
上
的
生
の
端
緒
で
あ
る
誕
生
は
、
「
最
初
の
限
界
」
（
島
Φ
臼
ω
8
0
お
亭

NΦ
）

でも
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
「
第
一
の
始
ま
り
」
へ
と
関
わ
る
こ
と
が
人
間
に
固
有
で
あ
る
と
ア
ー
レ
ン
ト
は
思
い
至
っ
た
の

だと
い
う
。

　
ハイ
デ
ガ
ー
の
「
先
駆
」
（
＜
O
目
一
四
β
h
Φ
口
）
と
「
遡
行
」
（
閃
口
o
匹
9
鼠
）
と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
「
始
ま
り
へ
の
遡
行
」



を
確
認
す
る
森
氏
は
、
死
と
い
う
終
わ
り
へ
の
先
駆
か
ら
で
は
な
く
、
誕
生
と
い
う
始
ま
り
へ
の
遡
行
か
ら
発
す
る
時
間
性
こ
そ
、
死
を

超え
た
復
活
と
再
臨
を
説
く
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
真
髄
に
迫
る
も
の
と
評
価
す
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
う
先
駆
は
、
「
い
ま
だ
な
い
」
（
宕
o
o
げ

巳
。
ぽ
）
を
先
取
り
す
る
こ
と
で
、
死
へ
と
関
わ
り
つ
つ
今
こ
こ
に
生
き
て
い
る
自
己
の
存
在
肯
定
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
「
死
へ
の
存

在
に
動
機
付
け
ら
れ
る
だ
け
で
は
、
行
為
は
闇
雲
に
空
転
す
る
」
の
み
で
あ
る
。
遡
行
は
、
実
存
に
「
先
立
つ
」
と
こ
ろ
の
誕
生
へ
と
湖
っ

て

行く
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
「
も
は
や
な
い
」
（
乞
同
O
げ
け
b
ρ
Φ
げ
『
）
第
一
の
始
ま
り
に
遡
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
我
々
が
過
去

へと
遡
る
能
力
と
し
て
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
「
逆
に
、
誕
生
と
い
う
始
ま
り
へ
と
関
わ
る
存
在
の
み
が
、
記
憶
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
　

持
つ
。
始
ま
り
へ
の
存
在
と
は
、
始
ま
り
の
記
憶
を
持
つ
存
在
な
の
で
あ
る
」
。

　
以上
、
森
氏
に
よ
る
ア
ー
レ
ン
ト
の
「
始
ま
り
」
へ
の
理
解
は
、
複
数
性
と
の
連
関
を
、
誕
生
と
死
と
い
う
生
の
対
極
の
間
を
先
駆
し
、

遡
行
す
る
両
義
性
と
し
て
捉
え
た
も
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
の
影
響
を
踏
ま
え
た
示
唆
に
富
む
議
論
で
あ
る
。
し

かし
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
現
代
の
人
間
の
生
を
突
き
は
な
す
視
点
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
死
と
い
う
限
界
に
お
い
て
人
間
の
生
を

捉え
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
は
容
易
に
同
一
視
出
来
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
の
『
精
神
の
生
』
に
お
い
て
＾
人
間
の
生
に
忠
実

であ
ろ
う
と
す
る
彼
女
の
思
考
か
ら
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
差
異
と
同
一
を
巡
る
思
索
の
誤
謬
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
自
己
自
身

に

お
け
る
差
異
の
解
明
は
、
思
考
経
験
が
対
象
に
転
写
さ
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
真
の
思
考
経
験
を
捉
え
損
ね
て
い
た
こ
と
、
真
の
思
考
経

験は
、
人
間
の
複
数
性
と
の
連
関
の
中
で
の
み
捉
え
ら
れ
る
対
話
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
一
者
の
中
の
二
者
」
と
し
て
表
現
さ
れ

た
。
同
様
に
、
人
間
の
複
数
性
も
、
記
憶
さ
れ
た
始
源
か
ら
、
新
し
い
「
始
ま
り
を
な
す
」
よ
う
な
自
己
自
身
の
生
の
両
義
性
に
還
元
さ

れる
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
世
界
に
お
い
て
共
に
生
き
て
い
る
他
者
の
存
在
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
我
々
が
「
始
ま
り
を
な
す
」
刺
激

は
、
そ
れ
を
促
す
他
者
の
存
在
に
よ
る
と
ア
ー
レ
ン
ト
は
明
言
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ー

ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
（
今
出
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
三



二
三
四

レ

ント
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
の
核
心
を
、
「
パ
ウ
ロ
ま
で
巻
き
込
み
キ
リ
ス
ト
教
そ
の
も
の
を
問
い
た
だ
す
」
と
い
う
点
に
認
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
タ

森
氏億
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
い
か
に
パ
ウ
ロ
を
理
解
し
た
か
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

三
　ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈

　
ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
の
到
達
点
は
、
イ
エ
ス
か
ら
パ
ウ
ロ
へ
手
渡
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
的
「
始
ま
り
」
が
人
間
の

意
志
の能
力
と
し
て
発
見
さ
れ
た
決
定
的
瞬
間
を
捉
え
、
生
が
二
重
化
し
て
概
念
化
さ
れ
た
消
息
を
照
ら
し
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
生
の

二
重
化は
、
一
つ
に
は
、
内
的
人
間
の
領
域
に
お
け
る
生
へ
の
意
志
が
、
力
へ
の
意
志
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
で
あ
り
、
他
方
、
政
治
的

領
域
に

おけ
る
人
間
の
複
数
性
か
ら
な
る
公
共
的
な
も
の
の
生
成
で
あ
る
。
こ
こ
で
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
単
に
キ
リ
ス
ト
教
的
意
志
の
思
想

へ
の回
帰
を
企
図
し
た
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
こ
の
回
帰
を
最
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
探
求
し
た
の
が
、
ニ
ー
チ
ェ
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。

二ー
チ
ェ
の
力
へ
の
意
志
と
永
遠
回
帰
の
思
想
は
、
パ
ウ
ロ
的
な
意
志
の
葛
藤
や
キ
リ
ス
ト
教
的
倫
理
と
対
立
す
る
の
み
な
ら
ず
、
意
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
な

の生
へ
の
変
容
は
、
意
志
の
拒
絶
へ
と
至
る
、
つ
ま
り
、
意
志
の
無
力
化
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
け
る
意
志
の
葛
藤
の
解
決
は
、
ア
ー
ン
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
意
志
の
愛
へ
の
転
換
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
愛

は
、
意
志
と
は
違
い
、
対
象
を
享
受
し
た
後
に
も
消
滅
せ
ず
、
安
定
し
た
持
続
を
享
受
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
証
冨
”
o
菖
く
卑
の
二
重
の
起

源は
、
キ
リ
ス
ト
の
福
音
に
あ
る
個
人
の
永
遠
の
命
と
、
ギ
リ
シ
ア
世
界
の
永
続
性
に
依
拠
し
た
不
死
へ
の
努
力
に
基
づ
い
て
い
る
が
、

アウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
あ
っ
て
も
、
問
題
は
、
永
遠
の
神
、
「
始
ま
り
」
の
な
い
神
が
、
「
始
め
に
」
天
と
地
を
創
造
し
た
こ
と
を
、
こ
の

世
界
に

「始ま
り
」
を
も
た
ら
す
人
間
が
い
か
に
理
解
す
る
の
か
、
つ
ま
り
、
永
続
す
る
も
の
と
有
限
な
も
の
と
の
共
存
可
能
性
で
あ
っ



た
。
そ
こ
で
、
人
間
の
時
間
性
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
精
神
の
広
が
り
の
う
ち
で
意
志
が
時
間
の
三
時
制
を
精
神
の
現
在
へ
と
結
び
付
け

る
こ
と
が
議
論
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
間
の
時
間
化
の
行
為
に
よ
っ
て
、
人
間
は
、
他
の
動
物
と
は
異
な
り
、
自
ら
の
「
終
わ
り
に
向

かう
始
ま
り
」
（
四
び
Φ
σ
q
冒
巨
づ
σ
q
8
≦
蝉
a
き
①
民
）
を
自
覚
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
我
々
自
ら
が
始
ま
り
を
持
ち
、
終
わ
り
に
至
る
で
あ

ろ
う
事
を
知
る
の
は
、
単
に
有
限
性
の
自
覚
に
留
ま
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
我
々
が
、
自
ら
の
生
の
自
発
性
を
発
見
出
来
る
、
つ
ま

り
、
自
ら
の
自
由
の
基
礎
を
透
か
し
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　当
然
、
こ
れ
だ
け
で
は
森
氏
と
同
様
、
有
限
な
存
在
で
あ
る
人
間
の
「
始
ま
り
」
の
意
義
を
捉
え
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
森
氏
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま

複
数性
を
偶
然
の
問
題
と
し
て
考
察
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
人
間
の
複
数
性
の
社
会
的
生
の
次
元
が
捉
え
ら
れ
な
い
。
こ
の

点
こ
そ
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
博
士
論
文
で
中
心
と
な
っ
た
隣
人
の
意
義
で
あ
り
、
彼
女
は
、
ω
秩
序
付
け
ら
れ
た
愛
、
②
創
造
者
ー
被
造
者

関
係
、
と
い
う
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
思
想
の
脈
絡
か
ら
は
隣
人
の
意
義
が
明
確
に
出
来
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
③
社
会
的
生

の問
題
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
、
人
間
を
創
造
す
る
神
の
目
的
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
「
始
ま
り
が
存
在
す
る
た
め
に
、
以
前
に
は

誰も
存
在
し
な
か
っ
た
人
間
が
創
ら
れ
た
」
と
い
う
解
答
を
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
人
間
が
本
性
の
一
致
の
み
な
ら
ず
、
親
近
さ
の

感情
に
よ
っ
て
も
結
ば
れ
る
の
な
ら
、
人
間
社
会
の
統
一
と
和
合
の
絆
と
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
強
く
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
ー

レ

ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
は
、
単
な
る
生
の
問
い
か
け
の
明
確
化
で
は
な
い
。
終
わ
り
へ
の
始
ま
り
を
自
覚
す
る
こ
と
が
、
絶

望
に

尽き
る
も
の
で
は
な
く
、
幼
子
か
ら
成
人
へ
の
成
長
を
意
味
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
人
間
行
為
の
始
ま
り
が
、
よ
り
大
い
な
る
始
ま

り
と
対
応
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
対
応
関
係
が
、
パ
ウ
ロ
の
愛
に
よ
る
知
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
終
わ
り
と
同
時
に
始
ま
り
を
も
た

ら
す
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
知
、
明
証
性
の
次
元
を
も
た
ら
す
。
「
愛
は
決
し
て
滅
び
な
い
。
預
言
は
廃
れ
、
異
言
は
や
み
、
知
識
は
廃
れ

ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
（
今
出
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
五
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よ
う
。
わ
た
し
た
ち
の
知
識
は
一
部
分
、
預
言
も
一
部
分
だ
か
ら
。
完
全
な
も
の
が
来
た
と
き
に
は
、
部
分
的
な
も
の
は
廃
れ
よ
う
。
幼

子
だ
っ

た
と
き
、
わ
た
し
は
幼
子
の
よ
う
に
話
し
、
幼
子
の
よ
う
に
思
い
、
幼
子
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
。
成
人
し
た
今
、
幼
子
の
こ
と

を
棄
て
た
。
わ
た
し
た
ち
は
、
今
は
、
鏡
に
お
ぼ
ろ
に
映
っ
た
も
の
を
見
て
い
る
。
だ
が
そ
の
と
き
に
は
、
顔
と
顔
と
を
合
わ
せ
て
見
る

　
　
　
　
ハ
ま

こ
と
に
な
る
」
。

　ア
ー
レ
ン
ト
が
我
々
に
提
示
し
た
、
人
間
が
自
ら
の
生
へ
問
い
か
け
る
意
義
は
、
私
が
個
人
と
し
て
存
在
し
、
か
つ
て
の
幼
子
か
ら
成

人
へ
と
成
長
す
る
、
一
人
の
自
由
な
人
間
で
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
こ
と
が
、
同
時
に
神
の
意
図
、
つ
ま
り
、
神
の
愛
に
よ
っ
て
生
か
さ

れ
て

い
る
こ
と
を
知
る
と
い
う
、
生
の
両
義
的
な
、
二
重
化
さ
れ
た
結
晶
過
程
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
結
晶
化
さ
れ
た
視
点

は
、
自
己
自
身
に
よ
る
反
省
に
よ
っ
て
は
な
し
得
な
い
。
自
己
反
省
の
み
で
神
に
到
達
出
来
る
と
い
う
傲
慢
か
ら
我
々
を
救
う
も
の
が
、

人間
の
複
数
性
な
の
で
あ
る
。
彼
女
の
博
士
論
文
の
主
題
は
、
隣
人
の
意
義
で
あ
り
、
誕
生
に
お
け
る
血
縁
関
係
に
よ
っ
て
過
去
と
来
世

を
共
に
記
憶
し
な
が
ら
、
「
新
た
な
生
」
と
し
て
の
他
者
を
問
う
共
同
性
の
探
求
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
隣
人
に
は
二
重
の
起
源
が
あ
っ

た
。
創
造
者
た
る
神
と
、
歴
史
的
事
実
に
基
づ
く
、
人
類
共
通
の
帰
属
性
、
つ
ま
り
、
原
罪
で
あ
る
。
こ
う
し
た
二
重
の
起
源
に
起
因
す

る
こ
の
「
絆
」
に
お
い
て
初
め
て
、
隣
人
の
意
義
は
理
解
可
能
に
な
る
。
「
他
者
は
『
人
類
』
に
帰
属
す
る
も
の
『
と
し
て
』
隣
人
な
の
で

あ
り
、
彼
は
ま
た
、
個
々
の
人
間
の
孤
立
化
の
実
現
か
ら
生
じ
る
経
験
、
つ
ま
り
、
こ
の
人
類
の
中
か
ら
召
し
出
さ
れ
た
と
い
う
召
命
、

およ
び
そ
の
明
確
な
自
覚
の
も
と
で
隣
人
な
の
で
あ
る
」
と
。
他
者
が
私
に
と
っ
て
隣
人
で
あ
る
こ
と
が
、
同
時
に
私
が
他
者
に
と
っ
て

の

隣
人
でも
あ
る
と
い
う
可
能
性
は
、
た
だ
、
キ
リ
ス
ト
の
約
束
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
アー
レ
ン
ト
は
、
人
間
の
自
由
の
起
源
を
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
訊
ね
、
人
間
の
「
始
ま
り
を
な
す
」
能
力
を
再
発
見
し
た
が
、
そ
れ
は

同
時
に
、
神
か
ら
の
反
逆
を
生
じ
さ
せ
、
世
界
の
利
益
の
享
受
を
要
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
生
へ
問
い
か
け
る
能
力
を
発
展
さ
せ



る
。
こ
の
よ
う
な
生
の
二
重
化
は
、
哲
学
の
伝
統
と
キ
リ
ス
ト
教
の
基
本
的
信
仰
の
圧
倒
的
な
重
み
と
、
近
代
の
発
展
に
よ
っ
て
、
忘
れ

去ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
女
の
≦
鼠
舘
鉱
奉
を
巡
る
論
考
は
、
現
代
に
あ
っ
て
も
、
人
間
の
赦
し
と
約
束
の
力
が
世
界

と
の
和
解
を
も
た
ら
す
キ
リ
ス
ト
教
の
可
能
性
と
、
人
間
の
「
始
ま
り
を
な
す
」
能
力
、
つ
ま
り
、
人
間
の
意
志
に
よ
る
自
由
の
正
当
化

と
の
反
響
が
、
こ
れ
か
ら
も
鳴
り
止
ま
な
い
と
い
う
こ
と
を
我
々
に
告
げ
知
ら
せ
よ
う
と
す
る
。

結
び
に

かえ
て

　
全体
主
義
研
究
の
中
で
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
全
体
主
義
的
巨
悪
に
対
し
て
、
そ
の
最
大
の
被
害
者
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
自
ら
が
人
間
で
あ

る
こ
と
に
恥
じ
入
る
に
至
る
よ
う
な
人
間
理
解
に
到
達
し
た
。
こ
れ
は
、
現
代
に
お
け
る
人
間
の
罪
の
告
白
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
最
後
に
パ
ウ
ロ
の
愛
の
賛
歌
に
辿
り
着
い
た
時
、
一
「
十
世
紀
と
向
き
合
っ
た
彼
女
の
全
思
索
の
過
程
が
、
浄
化
さ

れ
、
透
明
化
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
明
証
性
の
逆
説
は
、
認
識
主
体
が
照
ら
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
自
覚
、
つ
ま
り
、
全
知
全

能
の
錯
覚
（
傲
慢
）
が
無
力
の
自
覚
（
恥
）
に
帰
結
す
る
原
罪
の
今
日
的
状
況
を
照
ら
し
出
す
だ
け
で
は
な
い
。
人
類
の
理
念
の
恐
る
べ

き
意
義
、
つ
ま
り
、
「
人
間
は
人
間
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
す
べ
て
の
犯
罪
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
仕
方
で
責
任
を
負
い
、
す
べ
て
の
民
族
は

他
の
民
族
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
悪
の
恥
辱
を
分
か
ち
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
原
罪
状
況
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
罪
人
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
神
へ
の
信
仰
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
キ
リ
ス
ト
の
約
束
に
な
る
の
で
あ
る
。

　ア
ー
レ
ン
ト
の
博
士
論
文
か
ら
遺
著
に
至
る
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
愛
概
念
の
分
析
に
よ
っ
て
彼
女
が
目
指
し
た
も
の
は
、
人
間
の

罪
深さ
の
自
覚
と
、
そ
れ
へ
の
赦
し
と
愛
を
も
た
ら
す
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
人
間
の
罪
の
告
白
の
可
能
性
の
探
求
で
あ
り
、
そ
の
可
能

ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
（
今
出
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
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性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
け
る
伝
統
の
崩
壊
の
自
覚
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
い
う
逆
説
を
照
ら
し
出
す
こ
と
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
人
々
が
、
自
ら
の
傲
慢
を
告
白
す
る
こ
と
を
強
く
促
し
た
の
で
あ
る
。
伝
統
の
崩
壊
過
程
は
同

時
に
そ
の
結
晶
化
過
程
で
も
あ
る
と
い
う
ア
ー
レ
ン
ト
の
キ
リ
ス
ト
教
理
解
の
視
点
が
持
つ
意
義
は
、
単
に
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
留
ま
ら

ず
、
現
代
に
お
け
る
人
間
の
生
が
、
傲
慢
か
ら
浄
化
さ
れ
る
可
能
性
を
告
げ
知
ら
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
新
し
い
約
束
の
及
ぶ
範
囲
は
、

ま
さ
に
公
共
的
な
の
で
あ
る
。
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リ
ス
テ
ヴ
ァ
は
、
『
精
神
の
生
』
の
第
二
巻
『
意

　　
の
手
紙
』
七
・
七
－
二
五
の
問
題
を
議
論
し
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。
　
　
　
　
志
』
を
「
キ
リ
ス
ト
教
の
特
性
と
そ
の
政
治
」
と
題
し
て
議
論
出
来

　
　
国
9
。
口
ω
］
．
O
ロ
9
。
ρ
眠
、
穿
Φ
≧
団
ω
ω
O
h
臣
Φ
芝
旨
旨
貯
き
§
働
愚
ミ
§
、
　
　
　
　
る
と
い
う
。

　
婁
㌔
ざ
§
毎
§
鼠
§
肺
O
鳶
ミ
な
　
§
ミ
蕊
O
套
N
ミ
貸
§
　
　
　
（
2
7
）
　
ま
達
こ
b
°
b
。
8
畳

　

O
ぼ
＄
o
q
o
曽
⇒
α
目
o
昌
α
o
員
↓
げ
Φ
d
巳
く
Φ
誘
圃
蔓
o
h
O
匪
8
α
q
o
℃
お
ω
ρ
　
　
　
（
2
8
）
　
ま
冠
゜
”
冒
．
b
。
8
．

　

H㊤謹
゜
パ
ウ
ロ
が
発
見
し
た
も
の
は
、
「
律
法
が
『
貧
る
な
』
と
言
わ
　
　
（
2
9
）
　
圃
匪
山
‘
や
N
O
ト

　
な
か
っ
た
ら
、
わ
た
し
は
貧
り
を
知
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
い
　
　
（
3
0
）
　
回
玄
α
゜
も
゜
b
。
8
°

　
う
も
の
だ
が
、
こ
こ
に
は
、
「
神
の
前
で
」
（
o
o
冨
ヨ
U
Φ
o
）
の
人
間
　
　
　
（
3
1
）
　
国
餌
昌
昌
9
げ
諺
「
o
昌
α
甘
憲
恥
卜
慧
ミ
き
恥
ミ
§
斜
く
o
互
ど
円
ぼ
口
写

　　
の
「
自
己
反
省
性
」
（
ω
Φ
一
団
－
お
自
①
邑
謹
蔓
）
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
　
　
　
　
ぎ
o
q
卿
b
。
葡
≦
凶
霞
昌
o
q
（
い
竃
℃
く
〇
一
゜
N
）
ω
碧
∪
凶
Φ
o
q
o
o
巳
2
睾
磯
o
爵

　
う
。
自
ら
を
基
礎
付
け
よ
う
と
す
る
意
志
の
力
《
く
9
0
日
Φ
＜
Φ
濠
》
　
　
　
　
碧
ユ
い
o
巳
o
昌
”
国
p
。
8
0
弓
［
切
鑓
8
H
o
＜
p
。
づ
乱
o
戸
く
o
§
も
b
㎝
゜
ア
ゥ

　　
（
H
≦
凶
目
昏
9
け
H
琶
印
謹
ω
）
と
、
自
己
を
客
観
化
し
よ
う
と
す
る
思
　
　
　
　
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
山
田
晶
訳
『
告
白
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年
、

　

考

《o
oo
q律
0
8
Φ
o
o
α
q
津
霞
Φ
》
（
H
昏
凶
昌
犀
些
葺
H
浮
冒
閃
）
は
、
弁
証
　
　
　
　
四
九
二
頁
。

　

法的
に
止
む
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、
自
由
の
可
能
性
そ
の
も
の
は
、
　
　
　
（
3
2
）
　
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
意
志
の
不
安
や
動
揺
を
鎮
め
る
愛
は
、

　
自
己
の
客
観
化
を
必
然
的
に
は
し
な
い
。
ヨ
ナ
ス
は
、
自
己
の
客
観
　
　
　
　
感
覚
的
な
事
物
へ
の
愛
で
は
な
く
、
感
覚
的
な
事
物
が
精
神
の
内
面

　
化
が
道
徳
的
に
必
然
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
ヨ
ナ
ス
　
　
　
　
に
残
し
て
い
く
「
足
跡
」
（
h
o
o
6
同
貯
什
ω
）
へ
の
愛
で
あ
る
と
い
う
。

　
は
、
パ
ウ
ロ
の
『
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
』
に
お
け
る
律
法
と
罪
　
　
　
　
感
覚
的
な
事
物
を
、
「
精
神
が
可
想
的
な
対
象
へ
と
転
換
し
た
持
続
す

　
　
の
関
係
（
罪
は
律
法
に
よ
っ
て
生
じ
る
が
、
同
時
に
、
罪
を
生
じ
さ
　
　
　
　
る
『
足
跡
』
は
、
愛
す
る
者
で
も
愛
さ
れ
る
者
で
も
な
く
、
第
三
の

　

せ
た

罠と
自
由
の
可
能
性
も
律
法
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
）
か
ら
、
　
　
　
　
エ
レ
メ
ン
ト
、
す
な
わ
ち
、
愛
す
る
者
た
ち
が
そ
れ
に
よ
っ
て
相
互

　

人間
の
内
的
葛
藤
を
哲
学
的
に
明
確
化
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
愛
す
る
こ
と
に
な
る
愛
自
体
で
あ
る
」
（
い
貫
く
o
記
”
P
μ
O
ω
し
。

ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
（
今
出
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
九



二
四

〇

（3
3
）
　
森
一
郎
『
死
と
誕
生
　
ハ
イ
デ
ガ
ー
・
九
鬼
周
造
・
ア
ー
レ
ン
ト
』
、
　
　
　
　
流
に
輪
郭
を
描
い
た
も
の
」
で
あ
る
と
断
っ
た
上
で
、
彼
女
の
ア
ウ

　
　
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
を
分
析
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
は
注
意
が
必
要

（3
4
）
　
前
掲
書
、
二
一
七
頁
。
森
氏
は
、
実
存
の
諸
相
を
「
死
へ
の
存
在
」
　
　
　
　
で
あ
る
。

　　
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
奏
と
し
て
見
抜
く
こ
と
が
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
『
活
　
　
　
（
4
4
）
　
い
翼
く
〇
一
゜
b
。
”
や
嵩
゜
。
跨
゜

　
　
動
的
生
』
の
賭
け
金
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
　
　
（
4
5
）
　
前
掲
書
、
二
九
七
頁
以
下
。

　　
の
ア
ー
レ
ン
ト
理
解
、
「
愛
と
生
の
弁
証
法
」
と
正
反
対
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
（
4
6
）
　
エ
コ
リ
ン
ト
＝
二
・
八
－
一
二
。

（3
5
）
　
前
掲
書
、
二
二
三
頁
。

（36
）
　
同
、
二
二
七
頁
。

（3
7
）
　
同
、
二
二
九
頁
。

（3
8
）
　
ア
ー
レ
ン
ト
の
博
士
論
文
の
原
著
と
英
訳
改
訂
版
（
い
o
＜
Φ
　
碧
α

　
　
ω
巴
旨
諺
口
碧
ω
け
ぎ
ρ
①
島
叶
民
自
。
ロ
ユ
凶
暮
Φ
起
話
自
く
Φ
国
ω
ω
p
鴇
び
団
｝
8
口
－

　
　
昌
餌
く
8
0
ぼ
鉾
Φ
霞
ω
8
雰
鋤
昌
山
旨
¢
臼
夢
O
げ
巴
冒
ω
ω
富
円
ぎ
O
臣
8
σ
q
o

　
　
雪
α
い
o
ロ
ユ
o
P
↓
冨
q
巳
く
臼
ω
同
蔓
o
鴎
O
甑
8
α
q
o
℃
話
ω
ρ
6
0
ρ

　
　
い
ω
諺
゜
）
と
の
問
の
相
違
は
、
単
な
る
翻
訳
の
次
元
の
問
題
で
は
な
く
、

　　
明
ら
か
に
ア
ー
ン
ン
ト
自
身
の
増
補
も
あ
り
、
そ
の
解
釈
は
一
義
的

　　
に
は
決
定
し
難
い
も
の
が
あ
る
。
原
著
の
翻
訳
者
、
千
葉
眞
氏
は
、

　　
そ
の
よ
う
な
変
更
点
が
原
著
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
危
惧
を
抱

　　
き
、
改
訂
版
の
使
用
に
は
慎
重
で
あ
る
。
本
論
も
原
著
を
使
用
し
た
。

（3
9
）
　
森
一
郎
、
前
掲
書
、
二
四
一
頁
。

（
4
0
）
　
前
掲
書
、
二
四
二
頁
。

（41
）
　
同
、
二
四
六
－
七
頁
。

（
4
2
）
　
同
、
二
五
〇
頁
。

（4
3
）
　
同
、
二
三
〇
頁
。
森
氏
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
パ
ウ
ロ
理
解
を
、
「
我


